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V343a 狭視野 Si/CdTe半導体コンプトン望遠鏡による気球実験の試作機 miniSGD：
シールド部の開発
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我々は大気球高度でのMeVガンマ線観測の高感度化の技術実証のため、Si/CdTe半導体コンプトン望遠鏡とア
クティブシールドを組み合わせた、狭視野半導体コンプトン望遠鏡の概念実証機miniSGDを開発している。検
出器中で BGOアクティブシールドは Si/CdTe半導体検出器の周りを囲むように配置され、反同時計数を用いて
バックグラウンドを除去する役割がある。本発表では、アクティブシールド部の開発と性能評価ついて述べる。
BGOアクティブシールドは BGO結晶と MPPC を用いたシンチレーチョン検出器ユニットで構成され、BGO

結晶の大きさが 14x13x3 cm3のTopユニット 4台，18x7x2 cm3の Sideユニット 4台，10.6x4x3 cm3のBottom
ユニット 1台の計 9台である。それぞれのユニットを制作し、ゲインと温度特性を評価したところ、同一種類の
ユニット間の光量差は 40% peak-to-peak であった。Top ユニットと Side ユニットは、各々 4 つを 1 チャンネ
ルの回路で読み出すため、その後、光量差は反射材によって調整した。次に、Si/CdTe半導コンプトン望遠鏡も
含めたminiSGD全系の組み上げを実施し、機械的に組み上がることを確認した。また、動作試験を実施し、組み
上げ前後で性能に各部の性能に大きな差が生じないことを確認した。シールド部のデータ取得系は雷ガンマ線観
測システムを流用しているが、miniSGD への採用にあたりヒット情報をリアルタイムでコンプトン望遠鏡に通知
する信号線を追加し、基礎評価試験で仕様通りに開発できたことを確認したうえで組み込んでいる。


